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会社案内

商号 大裕鋼業株式会社

本社 大阪府堺市堺区大浜西町９‐２

資本金 1億円

業種 コイルセンター
（薄鋼板のせん断加工・販売）

取り扱い品種 レベラー・スリット・シャーリング加工製品
（酸洗・冷延・電気・溶融メッキ・カラー・電磁 各種鋼板）

特徴 高品質・高精度・即納体制

売上高 ８１億８千万（平成２７年度）

従業員数 １３６名（グループ企業含む）



会社案内 国内拠点

【本社工場 堺市大浜西町】

【堺浜事業所 堺市匠町】 【小松事業所 石川県小松市】



会社案内 加工設備

レベラー加工

スリット加工



会社案内 客先・用途
 0.05mm～3.2mmまでのあらゆる鋼板を客先の要求サ
イズ、数量に合わせて加工し、納品する



業界の扱い数量の減少（全国コイルセンター工業会 統計データより）
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百万トン 全国コイルセンター年間加工量 推移（会計年度）

1990年度 2177万T 2014年度 1498万t

14年度は
92年度比

69％



私たちの挑戦

◇ 50年間築き上げた技術・サービスを海外で試したい

◇営業活動の中で海外展開したいと多くの客先が思っている

◇モデルケースとして紹介できるようにしたい

◇海外にも拠点を持つ強い企業になりたい

◇稼働率の低い機械をもっと使いたい、老朽化した機械もまだ使いたい

◇将来の人手不足を考えて今から現地の有能な社員を育てておきたい

◇社員に夢や希望を与えたい

海外展開経験がなく、うまく進出できるか不安

その一方で、

海外への事業展開・拠点作り目的



投資先 国・都市の選定

◇ 毎年5％以上の経済成長率国、都市はまだまだ発展の可能性がある

◇ 勤勉で向上心強く、親日、温厚、社交的な要素を持っている

◇ 昭和３０～４０年代の大阪によく似ている

◇ 初めての海外勤務地でも、食住環境、治安、情勢は悪くない

◇平均年齢29歳、人口9千万人超

◇ ベトナム人研修生を受け入れて、働いてみて良かった

◇ 直行便もあり、大阪からの移動時間が比較的短い（５～６時間）

社員に海外経験者もなく、うまく進出できるか不安

その一方で、

ベトナム・ホーチミンへの進出を決定過去の視察地



中小機構様との出会い

◇堺市産業振興局から中小機構様の紹介を受ける。

◇初めての相談に訪問、沢山の事例と経験を持っている

◇締め切り間際で、書類審査にチャレンジ、FS事業採用が決定

◇並行して、在越日系商社の大阪事務所とも相談

◇初めて進出をすることを前提にホーチミンへ訪問

◇商工中金様からも進出の情報提供、種々の融資制度を教えて頂く

堺市産業振興局行動

可能性を感じることができ、実現に向けて活動開始



海外コイルセンターへの思い １

2013. ３ 堺市の商工労働部の紹介で中小機構のＦＳ事業を知り応募

６ 中小機構のＦＳ支援事業に合格し現地中小企業・レンタル事務所を

視察、 事務員面接を実施

7 レンタル事務所契約、事務員採用決定

7 22日から事務所を正式に開設

7～工業団地訪問、ネットで客先検索、M&A、合弁、買収の話

相場観、利便性

11 工場販売 会社の社長と初めて面談、即購入意思を表明



海外コイルセンターへの思い ２

2014．１ 工場買収に向けての打ち合わせ開始
4 現地法人のライセンス取得

売主会社との交渉（2転３転）長丁場の末契約

7 1日から待望の工場へ事務所移転

9 16日初めての客先へ加工販売

11 25日竣工式

12 販売先 6社 （日系2社） 50t達成

2015. 12 販売先 2９社（日系８社） 24７t（11月）販売達成 総取引先60社

2015年度 年間売上 1,750ｔ 金額 9,242万円



ベトナム現地法人

商 号 Ｄａｉｙｕ Ｓｔｅｅｌ Ｖｉｅｔｎｕｍ Ｃｏ．，Ｌｔｄ．

本 社 Ｂｉｎｈ Ｄｕｏｎｇ省 Ｔａｎ Ｄｏｎｇ Ｈｉｅｐ Ｂ

資 本 金 ２００万ＵＳＤ

業 種 コイルセンター（鋼板の剪断加工・販売）

敷 地 面 積 １２，３７３．２㎡

建 築 面 積 ４，６２７．８㎡

機 械 設 備
レベラーライン ２基 スリッターライン １基
シャーリング ２基 クレーン ５基

従業員数 7名（社長1名・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1名・事務2名・工場3名）











進出して気付いたこと
★ベトナム国内でODA（政府開発援助）は日本がNO1、韓国の在越人口が

日本の10倍!! 

★ベトナム国内の中小企業は、東南アジアや欧州はもちろん南米にまで

輸出を行っている

★日本の中小企業が自信を持ち、もっと海外へ進出するべき

★日本という看板の大きさ、強さを感じる、特に人間性、工業製品や食品に

対する信頼感

★ベトナムの日系取引先と日本での取引ができた 6社

★中小企業にとって人材の育成の重要性を痛感した

★モノがないから知恵が出る、あきらめない

★毎日妊婦さん５，６人は見かける







今までの問題点

◇ 1年間で3名もの現地日本人責任者の交代
◇ 工場買収の交渉、売買契約書作成コスト
◇ 現地日本人社員への指示の強さ、頻度
◇ 工場作業者とのコミュニケーション
◇ 租税条約下でも2重課税
◇ 法律の解釈が担当役人により変わる

TPPはフォローの風 !?

◇ まだ未知数の部分は多いが

繊維の縫製企業の進出ラッシュ（日系のみならず、香港系・台湾系・韓国系などなど）

建材需要の拡大・ 繊維以外の日系企業進出も加速している、日本からも、中国からも

ベトナム初の高炉メーカー 6月出銑予定

◇ 期待感

TPP加盟12か国の中でも発展途上でもあり、優秀な人材が多く向上心が強い

将来的には日本の企業を超える技術力を身に着ける期待感もある



ご清聴ありがとうございました。
皆様のご発展・ご繁栄を祈念いたします。

大裕鋼業株式会社

大阪府堺市堺区大浜西町9-2

TEL072-222-6555 FAX072-

222-6566

代表取締役 井上浩行

h.Inoue@daiyu-steel.co.jp

どんなことでもお気軽にお問い合
わせください。

鋼板のご用命は是非お願いしま
す。

mailto:h.Inoue@daiyu-steel.co.jp

